

































財務諸表，附属明細表,   コンピ ュータ化
おわりに
1
I　 は じ め に　
ホテル企業の営業活動は不特定多数のお客に対して代金の支払い を 受け















しかし， 異質の多種多様なサービスの販売を同質のInvested Capital ・
投下資本とReturn ・ 利益といり価額の量的増殖関係に変換するためには，
第1 に，異質の度量衡単位別の物的数量計算に対してそれぞれの度量衡単位











































』【　 ホ テル企業 の意義 十　
ホテル(hotel) とは 何か， そ の定 義は 後述 す る ように 多種 多様 であ る。 ホ
テ ルを 如 何に理 解す るか の相 違に より，実 はそ の経営や 会計 の原 理を 相違す
る ものとな るか らそ の理 解 の仕方 は 極め て肝 要であ る。　　 ∧　1.
ホテル ○語 意　(1)　The
 Concise  Oxソ'ord L:')ictionary,  p. 588にお いては， ホ テルとは，旅
人達な ど の接待 のため のハ ウスであ る。(通常は大きいもの)Inn ともい う。
v(2)Shorter Oxford  English  Dictionary,  p.  926では ，1. フラン ス語 の使
用に あっては,  a.   タウV    ・マン シa  ン(a town mansion),  b. 公共役人
犬　 の居宅(Hotel de ville ・ town hall は，市庁舎，市役所，公民館，町役場，町
会議事堂と町役場とを兼ねた建物),  c.Hotel-Dieu は病 院,    2.   1748年には
大 学におけ るHostel.     3,  inn : 1765 年にお い ては 高級 な種 類 のl つで
あ る。　
・(3)    The  American College Dictionary ，p. 585.に よれ ば,    hotel(hoteT≒
イギリスではotel' とも発音する）.旅人に宿泊， 食事などを提供するパブ
リック・ハウス，〔フラV  ス語：初期には，hosteレHostel 〕　　































的 に は 旅 行 す る 客 に， 対 す る も の で なけ れ ば な ら な い。　4.
ホ テ ル 企 業 の現 代 的 意 義　
ホ テ ル とは 何 か に つ い て 以 上 若 干 の 意 義 につ い て 考 察 を し て 来 た が， そ の
認 識 の仕 方 は 多 種 多 様 で 決 し て 一 様 で な い 。　
わ れ わ れ が 研 究の 対 象 とす る ホ テル 企 業 の現 代 的 意 義 を ， ホ テ ル とは 旅 人J
な どを 接 待 す る た め の ハ ウ ス とか ， 旅 人 な ど に 宿 泊， 飲 食 物 な ど の サ ー ビ ス
を 提 供 す る た め の施 設 と定 義 づ け る こ とは 正 し くな い 。 なぜ な らば ホ テ ル 企
業 は 宿泊 ， 飲 食 物 等 の サ ービ スを 提 供 す る とい う定 義 で は， 国 今 地 方 公共 機
関 の設 置 す る 無 料 宿 泊 所 や 国 民 宿 舎 の ご と き非 営 利 目 的 の 保 健 保 養 を 目 的 と
す る 施 設 とそ の 相 違 点 が 判 然 と 区 別 さ れ ず 混 同 さ れ る か ら で あ り， ま た， 会
社 や そ の 他 の 事 業 団 体 が 当 該 機 関 の 従 業 員 や 家 族 な ど の ご と き特 定 の人 々を
対 象 とし て 設 置 す る 福 利 厚 生 設 備 と も峻 別 さ れ な い た め で あ る。　
ホ テ ル 企 業 の 現 代 的 意 義 は， 不 特 定 多 数 の 一般 大 衆 を す べ て お 客 とな し，
こ彼 らに 客 室 そ の 他 の ホ テ ル の施 設 を 一 時 的 利 用 さ せ る と い う固 有 の サ ービ スJ
を 独 自 の 商 品 ， 価 値 あ る サ ービ ス と化 し て有 利 に販 売 し， こ れ を 通 じ て 利 益
を あげ る こ とを 目的 とす る ・ run for profit 営 業 活 動 を 貫 徹 す る こ とに あ る 。
ホ テ ル は 囚 有 のサ ービ スを 販 売 す る 企 業 で あ る が， そ の サ ービ ス モ れ 自 体
ぱ 第1 章 に お い て 解 説 す る よ うに 歴 史 的 発 展 に 伴 っ て質 的 変 化 を 遂げ て き た



















世紀から18世紀にかけてO nationalism とcommercialism の勃興は，
旅人の増加を招来し西ヨーp2ッパを通じinn-keeping は明らかにa distinctform of commercial enterprise
を確立するようになった。　
西ヨーロッパ特にイギリスのイソは,  the modern American hotel の先















年に開店したニュヨークのTontine City Tavern はCity Hotel と
称され，その部屋数は73室であった。 1829年ボストンで開業した　BostonsTremont House 





現 代 ホテル 企業 が ア メリカに 出現 した のは,   20世紀 に至 ってか らであ る。
それは 産業 革命を契 機 とし て展開さ れ るに 及んだ技術 革 新 の成 果 であ り， 現
代 ホテ ル企業 は 古典的 ホ テル と質的 に も量的 に も区 別さ れ る。 そ れは現 代的
諸設備 を具備 す る耐火 高層建 築 の大 規模 ホテル として特 長づけ られ る。　
鉛管 工 事の発展 に伴 い スチ ーム・ピ ートは，1870 年 代 か らは 各客 室に まで
導入 され， バ ス付 き の部 屋は1908 年 か ら， 出現 す るに至 った。 さ らに， 空気
調節 装置， テ レビジ ョン. 自動 開閉 ドア装置， コンピ ュ'   "タな どの開発は，
客室を 快 適に し， ドア・ ボ,--ヽイを 不用 化し ， フ ロソ ト・ オフ ィスの事務を改
善し お客に対 す るサ ービ スを飛 躍的 に改善す る諸設骨 となった。　
転じ て スチ ールお よび コ-y クリ ート産業 の発展 と建 設工 学 の進 歩 とは， 小
規模 の木 辛煉 瓦 の建 物を， 高層， 耐火， 耐震， 大規模 の コン ク>; ー ト建 築物
に移行 させ， また， 縦 の鉄道 ・エ レベ ータやエ スカレ ー ターの開 発は， 高層
の客室 の利用価 値を 極度 にた かめてい った。 か くて現 代 ホ テル企業 の建物は
空に向 って急 速に 伸び， また 客室 の数を 激増し ていっ た。1903 年 に開 店した""
■ ュ ーヨー クのBeimont は， 地上22 階 の750 室,   1927年 に シ カ ゴに
開店 し
たStevens Hotel の 客室数は3,000 室， そ の費用 は28,  000, 000 S であ っ































現代○サービスの意義は, たとえば，"a dinner (breakfast）service" 。“銀















ム ・ア ク セ ス （random access ） を 可能にし 客に対 す る事務 サ ービ スの向上
を ， それ ぞれ 創造す る ものとし て開発 され， また， 人 間 の提 供 した人的 サ ー
ビ スを 飛 躍的 に改善す るに 及んだ。　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　
現 代 ホ テル企業は上 述 のご と く最 高設備を 使用 し最 善の物的 サヴビ スを 商
品 化 して販 売す るこ との可能な もの のみが， 斯 界に お いて一 流 の地位を 確保
し， 他 のホ テル企業 に比 して超 過収 益を 実 現す るこ とが 可能 となる。かか る





表取締役，そして，一般従業員から成立している。これらの組織 に つ い てkt,
商法第239 条，第241 条，第254 条，同条の2. 第257 条，第260 条，第261














我国全国主要190 ホテル企業の経営実態調査（自　昭和52年4 月1 日　至 昭
和53年3 月31H) の結果をホテル・レビ ュー誌No.  351に よりみると，ホテル














































すなわち，固定資産は使用や不使用に伴ってwear and tear. deteriorat-ion,
 dried up. などのごときphisical depreciation を生ずるが，ホテル企
12
業の場合はobsolescence,  inadequacy  fs.どのeconomic depreciation. な
いしfunctional depreciation がサービス産業という立場から特に重要であ
る0 で，他産業と相違し早期償却を必要不可欠とするということである。第3


























ホテル企業会計が科学として成立するためには， 独逸の 哲 学 者 カ ン ト
現代ホテル企業の財務会計　　13:(I724
～1804Kant) が 指摘 す る空 間と時 間 の二 範躊を限 定 しなけ れば な らない 。
前者 は会計 単 位・Accounting unit　 として設定 され るそ の実 体 ・ Entity は
『 ホテル企業 』 であ り，後者 は ホテ ル企業 の決算期 間は 全営 業期 ・Operating^^Period
では な くし て会 計期 間 ・Accounting Period であ る とい うこ とであ・
る。 即 ち前者 の営業 期 間は恒 久的 にして 継続 ・ Going Concern であ るが，
決算期 間はモ れを暦 上 の時 間的 長 さであ る1  ヵ年 とか6 ヵ月 とい りご とき一
定 の期 間に区 切 った 各期 間に限 定さ れる とい うこ とを 意味 す る。　
要 す るに ホテル 企業 会 計は， ホテル 企業 とい う経 済単 位 の営 業活動を 独 財
の研 究対 象 ・『実体 』 とす る ものであ るが， そ の全 営 業期 間では な くそ れを
会計期 間に 分割 した各 決算 期 間 の経 済現 象た る営業 活動を 実 体 の本質 た る財
政状態 ・資本 と経営 成績 ・利 益 とい う価 額の増殖関 係に帰納 して写 像し， 実
体 の何たるやを 理 解し よう とす る科学 であ る。　
ホテル企業 会計が貨 幣 評価を 通じ て ホテル企 業 の営 業活動 を価 額 の量的増
殖関 係に変換 した場 合に おい て も，そ れを 会計期 間に かかお る財政状態 と経
営成績 に帰納 して 写像す るた め には財 務 諸表 の作成 が必 要であ る。　
そ の財 務諸表 は ア タリ カにお い ては, 統一制度 とし て 確立し ている 。モ の最
近 の改訂版 にう いては 本 誌 前16 号 におい て紹 介し てい る ので 参照さ れたい。
会計期 間 の期 首，期 末 の財 政状 態 ・資 本を 貸 借対 照表 は, ( 資産) ＝(負 債)
十(資本) ∴( 資 産)－( 負 債) ＝( 資 本), また， 期 間 の経営成 績 ・利 益を損 益
計算書は，( 費用) 十(利 益) ＝( 収益) ∴( 収 益)－( 費用) ＝(利 益) のご とき恒
等式 とそ の移 項式に より算定 し資 本 が利 益を 増殖 す る関 係に 写 像す る。　




















































XI　お わ り に　
本稿においては，現代ホテル企業に必要不可欠な財務会計について，紙面
の許す範囲で要約し叙述してきた。　
ホテル企業自体とその写像物としてのホテル企業会計とは全く別個のもの
であるから峻別しなければならないが，ホテル企業会計の写像なくしてはホ
テル企業それ自体を科学的に認識し測定することが不可能なことについて，
若干の考察を試みた次第である。　　　　　　　　　　　　　　　　
ニ　　　　　　　（1980年9 月16日受理）
